
サンカルロスホームステイに参加して

向陽高校調理科三年 髙木 星凪

1 日目

日本を出発してからの長時間フライトは想像以上に体に堪えました。機内ではで

きるだけ快適に過ごそうと、早めに靴を脱ぎ、ホットアイマスクを使ってリラックス

を試みました。しかし乾燥と騒音のせいで眠りは浅く、結局ほとんど眠れないまま

到着してしまいました。体は重く、途中で吐き気を覚えるほどつらい時間でした。ア

メリカに到着して最初の食事は、ボリュームたっぷりのハンバーガーでした。慣れ

ない大きさに驚きながらも、空腹だったこともあり完食しましたが、その反動で夜

は食欲が湧かず、ほとんど食べられませんでした。午後にはサンフランシスコの観

光名所であるロンバードストリートを訪れました。写真や映像で見ていたジグザグ

の坂道を実際に目の前にすると、その急勾配と美しい景観に圧倒されました。観光

客で賑わう中、自分もその風景の一部になれたことが嬉しく、疲れているはずなの

に気持ちは高揚していました。夜はホストマザーのカルメンさんが作ってくださっ

たガーリックライスをいただきました。香ばしい香りが部屋いっぱいに広がり、一

口食べると体の奥まで温まるような安心感がありました。長い移動で心身ともに

疲れていた中、この料理は「ようこそアメリカへ」と迎えてくれるようで、とても印

象的でした。その日の夜は7時ごろに家に到着し、ベッドに倒れ込むように眠りに

つきました。
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2日目

時差の影響で朝3時に目が覚めてしまいました。外はまだ暗く静かでしたが、

家の猫と過ごす時間は思いがけず心を落ち着けてくれました。柔らかい毛並みを

撫でながら、日本では味わえない「異国での穏やかな朝」を実感しました。

午前中からドリアンと彼の友達2人と一緒にサンフランシスコへ向かいました。

カルトレインに乗ったとき、予想以上のスピードに驚かされ、アメリカらしいダイナ

ミックさを感じました。街に到着すると、ちょうどマラソン大会が行われており、多

くのランナーと声援で大変なにぎわいでした。そのエネルギッシュな雰囲気に、自

分も思わずワクワクしました。さらに驚きだったのは、自動運転車Waymoへの乗

車体験です。運転席に誰もいないまま車が走る光景は、まるで未来に来たかのよ

うな感覚で、少し怖さもありました。「どういう仕組みで動いているのだろう？」と

いう疑問が強く湧き、もっと調べてみたいという学びへの意欲にもつながりまし

た。昼食はサンフランシスコの中華街で点心を楽しみました。さまざまな料理の中

でも特に大きなゴマ団子が印象に残っています。お腹の調子があまりよくなかっ

たので一つ食べるのが精一杯でしたが、異国の食文化を実際に味わう貴重な体験

となりました。その後、日本町に移動し、紀伊國屋書店で英語版の漫画を購入しま

した。知っている作品を英語で読むのは、自分の英語力を試す良いきっかけにな

ると感じました。午後にはデザートを食べに立ち寄りましたが、食欲が戻らず、温

かい玉露の緑茶だけを口にしました。そのお茶の温かさと香りは、慣れない環境で

少し緊張していた心を和ませてくれました。その後はレコードや古着を扱う店に入

りました。アメリカでは大きなバッグを持ち込む際に預けるルールがあることを知

り、文化の違いを肌で感じる場面となりました。夜には「ポケ」と呼ばれるハワイ料

理を食べました。味はとても美味しかったのですが、値段の高さに驚きました。食

事の度に物価の高さを実感し、「生活する」ということの現実も学んだ一日となり

ました。
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3日目

朝6時に起床し、まだ静かな街を散歩しました。日本にいる友達と電話をつな

ぎながら歩いていると、気分が少し落ち着きました。歩く途中で大手ゲーム会社

「エレクトロニック・アーツ（EA）」の前まで行きました。ただ前を通っただけなのに、

ずっと遊んできたゲームを作っている会社を目の前にして胸が高鳴り、テンション

が一気に上がりました。

その後、ライアンが迎えに来てくれました。車内で英語で会話をしていたのです

が、なぜか内容が頭に入ってこず、聞き取れないことが多くて焦りました。家で話

すときは理解できるのに、外では難しくなる。この差に不思議さと悔しさを感じま

したが、「もっと鍛えたい」という気持ちにもつながりました。

この日は人生初のジェットコースターにも挑戦しました。最初は F1 レーサーの

ような余裕の表情で乗っていましたが、三つ目あたりからは本気で怖さと気持ち

悪さを感じました。それでも最後まで乗り切れたことは自分にとって大きな達成感

でした。

昼食はドリアンとシェアしながら食べました。アメリカの外食は一品の値段が高

く、メニューを見ただけでお腹いっぱいになるほどでした。

午後には水に濡れる系のアトラクションに挑戦しましたが、想像以上の水しぶき

が飛んできて全身ずぶ濡れになり、寒さと不快感で笑うしかありませんでした。特

に最後に乗った川を流れるアトラクションでは「想像の5倍濡れた」のさらに上を

いき、10倍ぐらい水を浴びた気分でした。

遊園地を出た後はインテルの建物を横目に見て、サンフランシスコへ移動しまし

た。夕食はアジア料理で、今まで避けていたジャンルでしたが実際に食べてみると

とても美味しく、固定観念が崩れました。ここではドリアンの従姉妹にも会いまし

た。彼女はモデルをしているとのことで、その事実に驚き、少し憧れのような気持

ちも抱きました。夜は一緒にトランプの「スピード」をしました。日本でおなじみの

ゲームがアメリカでも遊ばれていることに親近感を覚えましたが、ルールの違いも

あり、それもまた文化の一端だと感じました。
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4日目

この日は市役所を訪問し、市長と副市長に会いました。市長の仕事がほとんどボ

ランティアに近い形で行われていると聞き、驚きました。「日本の政治家もこうであ

ればいいのに」と心の中で思わず比較してしまいました。

昼食はクレープでしたが、甘いものを選んでしまい、しょっぱい系にすればよか

ったと少し後悔しました。午後はアート展示を見学し、さまざまな絵から刺激を受

けました。折り紙を体験する時間もあり、久しぶりに手を動かしながら作品を折っ

ていく過程は懐かしく、童心に返るような気持ちになりました。

坐禅体験もありました。実は小学生のとき、夏休みに毎年お寺で合宿をしていた

ので馴染みがありました。当時は眠気でガクッとなってしまった記憶がよみがえ

り、思わず笑ってしまいました。サンカルロスミュージアムでは、事前に調べていた

内容と現地の展示が一致する場面が多く、「これだ」と確認できた瞬間に学びの喜

びを感じました。鐘が鳴るたびに驚いてしまったのは内緒です。

夕方にはダウンタウンで路上に絵を描きました。ただ塗るだけの単純な作業で

したが、それが意外にも楽しく、夢中になれました。夜は寿司を食べに行きました。

回転寿司よりもはるかに美味しく、日本で食べる高級寿司には及ばないものの、十

分に満足できる味でした。カリフォルニアロールも食べましたが、寿司というより

は「別の料理」という印象を持ちました。

その後はゴーカートに挑戦しました。スピード感があり爽快でしたが、常連らしき

人に抜かれたときは少し悔しかったです。また、食べきれなかった分を持ち帰ると

いうアメリカの文化に触れ、日本との違いを実感しました。
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５日目

朝は友達と電話をしながらオラクル本社の前まで散歩しました。Google マップ

に案内されるまま進むと会社の敷地内に入りそうになり、少し焦りました。その後

はサンタクルズに向かい、有名な観光地「ミステリースポット」を訪れました。建物

の中では平衡感覚が狂い、立っているだけでも体が傾くような不思議な感覚に襲

われました。めまいを感じるほどで、「これはどういう仕組みなのだろう」と興味が

湧きました。昼はビーチでフィッシュアンドチップスを食べました。衣がカリッとし

ていて食べ応えがありましたが、量が多くて驚きました。その後は土産物屋に立ち

寄り、T シャツなどを購入しました。アメリカで初めて自分のお金を使った瞬間で

あり、小さなことながら達成感がありました。夕方は一度家に戻り、近くの公園で

遊びました。この日はホストブラザーのローガンと特に仲良くなれた気がして、嬉

しく思いました。夜は家族みんなでトップゴルフに出かけました。思った以上に上

手くでき、爽快でしたが、腕は次の日まで筋肉痛になるほど疲れました。特にヘン

リーの上手さには圧倒され、思わず笑ってしまいました。
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6日目

この日は朝からハイキングへ行きました。長い道のりでしたが、自然の中を歩く

ことはとても心地よく、山が好きな自分にとって最高の体験でした。途中で見た景

色は壮大で、この瞬間をもっと大切にしたいと思える時間でした。新しい趣味とし

てハイキングを続けたいと思うほど夢中になりました。その後はゴールデンゲート

ブリッジを訪れ、実際に橋を渡りました。想像以上に長い距離でしたが、不思議と

あっという間で、海風を浴びながら歩く感覚はとても爽快でした。午後にはドジャ

ースのユニフォームを購入しました。高額でしたが、自分の中では特別なお土産に

なりました。さらにレゴストアでは F1のレゴを3つ購入し、帰宅後すぐに組み立

て始めるほどワクワクしました。夕食はフレンチディナーで、今回の旅で最も高価

な食事でしたが、その美味しさに感動し、お金をかけても良かったと思える経験で

した。

7日目（最終日）

この日は特別な日でした。ホストファミリーの送迎がなく、僕とドリアンは歩いて

目的地まで行くことになりました。片道 1時間半かかりましたが、歩きながら見た

街並みや空気はとても新鮮で、その時間自体が大切な思い出になりました。

訪れたのはスタンフォード大学です。広大なキャンパスを歩き回り、教会では本物

のパイプオルガンを目にしました。荘厳な音色に心を奪われ、しばらく立ち尽くしま

した。教授の話も最初は興味深く真剣に聞いていましたが、途中からは難しくな

り、少し眠気も襲ってきました。

スタンフォードではショッピングも楽しみました。値段は高めでしたが、どれも思い

出に残るものばかりで満足しました。その後に訪れたGoogle ストアでは、スタン

フォードに比べて価格が安く感じ、つい衝動買いをしてしまいましたが、後悔はあ

りません。
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ホームステイでの学びと来年度応募者へのアドバイス

私がホームステイに参加して最も強く実感したのは、「自分自身を知ることの大

切さ」です。現地の生活に飛び込み、異なる文化や価値観を持つ人々と日々接して

いく中で、相手を理解するためにはまず自分がどのような人間で、どのような考え

方を持っているのかを知っておく必要があると気づきました。たとえば、ホストフ

ァミリーとの会話の中で「なぜ日本ではそうなの？」と尋ねられる場面が何度もあ

りました。そのとき、ただ「そうだから」と答えるのではなく、自分の生活習慣や文

化の背景を整理し、自分の言葉で説明する必要がありました。この経験を通して、

文化交流とは単に相手の文化を学ぶだけでなく、自分の文化や価値観を再認識

し、相互に理解を深めていく営みなのだと学びました。

また、英語でのコミュニケーションでは、自分の語学力が完璧でなくても、誠実に

伝えようとする姿勢が大切だと感じました。文法や単語が正確でなくても、一生懸

命に伝えようとすれば相手は必ず理解しようとしてくれますし、そのやり取りの中

で自然に語学力も向上していきました。失敗を恐れずに挑戦することが、学びを何

倍にも広げる鍵になると実感しました。

来年度応募を考えている人へのアドバイスとして、私は「まず自分を知り、その上

で学びたいことを明確にしておくこと」が重要だと思います。ホームステイの選考

では、単に英語が得意だから、外国に行ってみたいからという理由だけではなく、

「なぜ自分はこのプログラムに参加したいのか」「そこで何を学び、将来どう活かし

たいのか」という部分が重視されます。私自身、応募前に「自分は異文化の中でど

んなことを学びたいのか」を深く考えたことが、選考で評価につながったのではな

いかと思います。

最後に、このプログラムは自分を成長させる大きなチャンスです。現地で学ぶの

は語学だけではなく、人との向き合い方や自分の価値観の整理、そして新しい挑

戦を恐れない気持ちです。ぜひ自分と向き合いながら準備を進め、自信を持って

応募してほしいと思います。
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